
日 時： 2 0 2 5 年 7 月 1 1日（金） 1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 3 0
会 場：パレスグランデール エアル
オンライン：ライブ配信サービス（ z o o m ）
参 加 者：３３９人 （ 対 面 9 7 人 オ ン ラ イ ン 2 0 6 人 オ ン デ マ ン ド 3 6 人 ）

対 象：経営者、管理職、組織のリーダー等
主 催：山形県・やまがたイクボス同盟
共 催：一般社団法人 山形県経営者協会

第 1部：基調講演

山形の少子化の原因は「初婚同士婚姻数の減少」

1970年 2023年

出生数（人） 17,222 5,151

総出生数

初婚同士婚姻数

2.2 2.4

初婚同士
の婚姻数

7,764 2,171

７％上昇

７０％減少

７２％減少

半世紀で 7割も減ってしまった山形の大幅な少子化は、夫婦がもつ子供
の数が激減したということでは説明ができません。
データではマクロで見た初婚同士あたり出生数は増えています。
このことから「婚姻数減少＝少子化の原因」と考えることができます。
人口減少を考える上では 2 0～ 3 0代の女性人口の維持力こそが大切です。



人口減少の負のループとは？
山形の若者は進学より “就職”で県外へ

山形県の転入と転出を見てみると、男女ともに 2 0代前半の転出が圧倒
的に多くなっています。中でも女性は、４年制大学を卒業した 2 2歳の割
合が多くなっています。専門学校を卒業した 2 0歳の転出者も多く、高学
歴でなくても県内に残りたいと思ってもらえていないということをご理
解いただきたいと思います。

就職期の県外流出に対処しなければ
若年未婚女性の減少 ⇒ 婚姻数の減少 ⇒ 出生数の減少

という人口減少の負のループから逃れらません。

若者・女性から選ばれるための６つのポイント

１．激変した若者（息子・娘世代）の家族価値観を経営者が痛感すること

東京在勤の若者を対象にした調査では男女ともに半数以上が「仕事と
家庭の両立が理想」と回答しています。専業主婦やパート勤めを理想と
していた管理職世代とは真逆になっていることを理解しましょう

東京でも新規求人倍率は２．２を超えています。そのため首都圏の企
業では若者目線での「働かせ方改革（ D X）」が急進しています

若者が理想とする共働き夫婦の方が子どもが多くなっています。
男女とも「 1人でも安心、でも 2人だともっと安心」な山形を目指すべき。

「男は仕事、女は家庭」という価値観について、最も反対する割合が
多いのは２９歳までの男性です。これは女性より高い数字です。女性活
躍の推進は「女性への配慮」という誤解から脱却する必要があります。

２．首都圏企業の女性活躍推進の努力が突き抜けている状況を理解すること

３．共働き夫婦世帯のほうが専業主婦世帯より子どもが多い事実を知ること

４．女性活躍推進ではなく、 “ ジェンダーレス雇用推進 ”

５．リモート採用＆テレワークなくして若者の誘致なし

東京の若者に結婚・子育てを想定した場合の望ましい制度について聞
いたところ、「テレワーク」「フレックスタイム制」が 6割選択と多い結
果でした。空間的な柔軟性が求められている時代と言えます。

６．タテマエよりも中身 つまり男女の賃金格差是正を

地元の 2 0代男性だけをメインに若手の人手不足と言っていませんか？
女性をサブ人材・不要としか考えられない古い雇用感覚では人材不足に
なるのは当たり前です。



第 2部：パネルディスカッション
若者・女性の採用や職員定着に先進的な取り組みを行う３社にお話を伺いました

大 学 生 を 対 象 に 実 施 し て い る 教 育 型 イ ン タ ー ン
シップは、社員の学びの場にもなっています 。学生
から質問を受ける中で社員が自分の仕事を見つめ直
し、やりがいを再認識することができています。
また、社員定着の取り組みとして、早い段階から

チャットツールの L I N E  W O R K S を導入し、社内の
コミュニケーションを活発にしています 。最初は休
みの連絡がチャットで行われることに違和感があり
ましたが、いまは関係者にもれなく周知でき 、非常
に合理的だと納得しています。

２人の女性社員が大型車両や重機を運転し活躍し
ています。仕事をする上で男性も女性も関係ないと
考えています。
働きやすい職場づくりとして、有給休暇の申請を

受ける際、「また休むの？」などマイナスの感情を
絶対出さないようにしています。乳幼児の子育て世
帯や農業を兼業している人もいます。お互いさまの
精神で、気兼ねなく休みがとれる雰囲気づくりを心
掛けています。
今後の生コン業界は若い世代がキャリアビジョン

を描ける業界であることが大切だと考えています。

業 種：自動車整備業
創 業：１９７０年
従業員数：８０人（うち女性社員10人）

業 種：生コンクリート製造業
創 業：１９８６年
従業員数：９人（うち女性社員2人）

業 種：金属加工業
創 業：１９８８年
従業員数：５２人（うち女性社員20人）

新卒者の離職防止のため、令和 2 年から管理職向け
に 若 者 へ の 接 し 方 や 褒 め 方 の 研 修 を 毎 月 実 施 し て い
ます。令和 3 年からはキャリアカウンセラーを配置し
て メ ン タ ル ケ ア を 強 化 。 令 和 4 年 以 降 、 新 入 社 員 1 1
名のうち 1 0 名が在籍しており、これらの取り組みが
若手社員の定着につながっていると感じています。

ま た 、 3 0 ～ 4 0 代 の 社 員 の 「 終 わ ら な け れ ば 終 わ
る ま で 働 く 」 と い う 働 き 方 と 新 卒 社 員 と の 間 に 残 業
への意識差が生じていました。そのため、 1 9 時に会
社 を 閉 め る 、 終 わ ら な い 業 務 は 早 出 で 対 応 す る 仕 組
み を 導 入 し て い ま す 。 終 わ り の 時 間 が 決 ま っ て い る
こ と に よ り 作 業 の 無 駄 が 減 り 、 社 員 も 効 率 的 に 動 け
るようになったと思っています。

最初は抵抗があったLINEも合理的で、いまは納得

有給申請には笑顔で対応！“お互いさま”の雰囲気づくり

残業ではなく早出対応で効率アップ！

やまがたイクボス同盟は、働きやすさとそれぞれが
思い描くライフデザインの実現が、持続可能な山形に
寄与するとの思いで 2 0 1 6 年に設立されました。
女性が働き続けるには、キャリアデザインや結婚・

出産・育児を見据えた仕組みやツールの活用が必要で
す。また制度はもちろん、風土や上司の在り方がさら
に大事になってきていると改めて感じました。一人一
人に上司が向き合い、エンゲージメントをどう高めら
れるかが大切であり、それが社員が働き続けることに
つながると考えています。



アンケート結果 ※計147人が回答

・エビデンスに基づいた人口減に関する現状を知ることができた

・身近にある会社の取り組みで実践できそうなことがあった

・ご講演の内容にショックを受けた反面、パネリストの企業が女性・若
者の定着に向けて、様々な工夫を凝らした取組みをされていることに感
銘を受けました

・就職世代の若者が、山形県の企業を選択しない状況にあることがわ
かった。企業として、山形で働きたいと思ってもらえる企業経営を考え
ていきたい

・それぞれ企業で若手社員に対するマネジメントに、工夫を凝らして実
践されていることに感心させられました。こうした好事例を県内の経営
者の方々に周知されるいい機会になったと思います

参加者の声 ※一部抜粋
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